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薬用植物資源研究センターの研究業務について
＜薬用植物資源の作出、栽培・維持、データベース＞

医薬基盤・健康・栄養研究所 薬用植物資源研究センターの概要医薬基盤・健康・栄養研究所 薬用植物資源研究センター



医薬基盤・健康・栄養研究所

大阪（彩都）本所

2005年4月独立行政法人化 医薬基盤研究所 生物資源部門

栽培・調製技術開発
国内栽培化研究
優良品種育種

未利用資源探索

培養・増殖技術開発

有用形質の賦与
遺伝子導入法開発

極長期保存法開発

閉鎖系栽培技術開発
水耕栽培・植物工場

薬用植物資源
資源収集・保存・分譲

旧 国立医薬品食品衛生研究所 薬用植物栽培試験場

2015年4月国立健康・栄養研究所と統合

医薬基盤・健康・栄養研究所薬用植物資源研究センターの沿革・概要



種子植物門
約4,400種
シダ植物門
約40種

植物体

国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所

医薬基盤・健康・栄養研究所薬用植物資源研究センターの保有する薬用植物資源



植物培養物
200種以上遺伝子（配列情報＆クローン）

保存種子
約13,000点

種子交換
2019年度実績

797点

植物培養物
超低温保存

医薬基盤・健康・栄養研究所薬用植物資源研究センターの保有する薬用植物資源
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ウラルカンゾウ人工水耕栽培
システムの開発（2008年〜）

第９回産学官連携功労者表彰におい
て厚生労働大臣賞を受賞！！

筑波研究部 育種生理研究室
人工環境制御下における生薬生産システムの構築
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人工水耕―圃場ハイブリッド栽培（親株維持・苗生産・育苗・初期生育：水耕→実生産：野外圃場）

甘草（ウラルカンゾウ 基盤研で実施）

新規水耕栽培装置（特許出願） 年間90万本以上の甘草優良苗が生産可能

甘草生産の大幅なコストダウンが期待出来る

新規甘草優良株、装置、大量増殖法を特許出願（基盤研）

種子より安定してグリチルリチン酸含量の高い優良株を育成

ハイテク「甘草」等生産システムの構築（甘草：ハイブリッド栽培）

基盤研筑波：水耕栽培 基盤研北海道：圃場栽培

北里大学：圃場栽培

基盤研筑波：圃場筒栽培 基盤研種子島：圃場筒栽培

丸善製薬：圃場筒栽培茨城県内農家の畑：圃場栽培



遺伝子増幅

筑波研究部 育種生理研究室
生薬基原植物の遺伝子鑑別情報の整備

国内流通 山薬（サンヤク）モデル試料

ゲノムDNA調製 塩基配列解析

客観的で正確な基原植物種の鑑別が可能な遺伝子情報の整備
薬用植物総合情報データベース(MPDB)に収載

D. Alata

D. exalata
正品：D. batatas（ナガイモ）由来

366 
nm

NIB-456
D. alata

NIB-567
D. exalata

遺伝子解析の結果、基原種が異なることが判明

正品 正品 正品

正品

サンヤク（山薬） 本品はヤマノイモDioscorea japonica Thunberg又はナガイモDioscorea batatas 
Decaisne (Dioscoreaceae)の周皮を除いた根茎(担根体)である． （JP18）

これらは、ナガイモ（正品）と
は異なるTLCパターンを示す

NIB255        NIB401          NIB456       NIB566 

NIB567         NIB748



筑波研究部 栽培研究室
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種子島研究部
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薬用植物総合情報データベース
の構築と情報整備について

http://mpdb.nibiohn.go.jp/

平成25年度より一般公開中
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植物情報

生育・栽培
情報

生薬情報

TLC, HPLC
MS・NMRデータ

色・味

遺伝子鑑別情報成分分析データ情報

官能データ情報

組織培養情報

植物体栽培情報

生物活性情報

副作用情報

漢方処方関連情報

文献情報日本薬局方情報

さく葉標本情報

生薬内部形態情報

資源管理情報

「薬用植物総合情報データベースの拡充・情報整備」（第２期）

生薬名
基原植物
使用部位
性状

薬効・用途
処方
成分
写真
等

・トランスクリプトーム・ゲノミクス情報
・国際標準化情報（ISO/TC249)

・絶滅危惧薬用植物情報 等

新規カテゴリーの構築

薬用植物総合情報
データベース骨格

カテゴリー横断的相関
解析研究の実施

植物名
ラテン名
一般名
科名
和科名
生薬名
写真
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シャクヤクの栽培暦（北海道）
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種子・種苗の提供にあたっての留意事項

当センターの種子・種苗は、薬用植物資源を国民の皆様の健康の増進にさらに役立て
るために、保有している貴重な研究資源です。
従いまして、その提供は、一定のルールに基づき行わせていただきます。

基本事項
＊資源分譲に関するお問い合わせ・ご相談は、薬用作物産地支援協議会の「相談窓口」

へお願いいたします。

＊所内規定（生物資源の分譲等に関する規定）に基づき、所定の手続き（同意書等の提
出）が必要となります。

＊原則として提供した種子・種苗の第三者への再分譲は禁止いたします。

ただし、国内栽培振興を目的とした取組において、種子・種苗を試験栽培等による増
殖を経て、生産者等へ再分譲を希望される場合は、当センターにご相談ください。

＊目的外の使用は禁止いたします。

＊種子・種苗は貴重な研究資源ですので、提供量には限りがあることについてご理解を
お願いいたします。

分譲手数料等
＊現在、全面改訂中です。
＊医薬健栄研ホームページで分譲手続きについてご案内を予定しています。
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